
一
六
　
中
書
侍
郎
萄
岳
墓
誌

立
碑

石
高

隷
書

原
石

留
　
元
康
五
年
（
二
九
五
）
も
し
く
は
永
安
元
年
（
三
〇
四
）

五
九
糎
。
寛
四
一
・
六
糎

碑
陽
　
十
七
行
。
行
二
一
字
　
碑
陰
　
一
八
行
。
行
二
一
字
　
左
側
　
三
行
。
行
一

所
在
地
不
明

三
字
　
右
側
　
二
行
。
行
二
一
字

4
4

　
暦
故
中
書
侍
郎
穎
川
穎
陰
苞
君
之
墓

　
君
以
元
康
五
年
七
月
乙
丑
朔
八
日
丙
申
歳
在
乙
卯
疾
病

　
卒
君
樂
卒
府
君
之
第
二
子
時
年
五
十
先
租
世
安
甘
干
穎

　
川
穎
陰
縣
之
北
其
年
七
月
十
二
日
大
雨
過
常
甘
子
下
灘

5
崩
壊
者
多
聖
詔
嘉
悼
患
其
二
十
特
賜
墓
田
一
墨
田
十
五

　
萬
以
供
葬
事
是
以
別
安
措
於
河
南
洛
陽
縣
之
東
塔
附
羅

文
帝
陵
道
之
右
其
年
十
月
戊
午
朔
廿
日
日
建
辰
葬
窺
詔

書
如
左

詔
中
書
侍
郎
萄
岳
鐙
量
弘
切
干
識
通
濟
不
幸
喪
亡
甚
悼

0
患
之
其
賜
鏡
十
萬
以
供
喪
事

　
詔
故
中
書
侍
郎
萄
岳
忠
正
簡
誠
乗
心
不
二
早
喪
立
志
既

　
患
惜
之
聞
其
家
居
貧
約
喪
葬
無
資
至
正
至
愚
又
可
嘉
悼

也
奮
墓
遇
水
欲
於
此
下
灌
呈
出
賜
葬
地
一
頃
銭
十
五
萬

　
以
供
葬
事

5
皇
帝
聞
中
書
侍
郎
萄
岳
卒
遣
謁
者
戴
溶
弔

　
皇
帝
遣
謁
者
戴
踏
以
少
牢
祭
具
祠
故
中
書
侍
郎
萄
岳

　
筒
饗

（
右
面
）

　
隙
司
徒
左
西
曹
橡
和
夫
卒

子
男
慶
年
八
字
華
孫

（
碑
陰
）

　
岳
字
於
伯
小
字
異
姓
以
正
始
七
年
正
月
八
日
癸
未
生
於

　
誰
郡
府
丞
官
舎
以
威
寧
二
年
七
月
本
郡
功
曹
史
在
職
廿

　
四
日
還
家
十
月
墾
孝
不
行
三
年
七
月
司
徒
府
辟
四
年
半

　
月
十
九
日
戊
午
慮
命
署
部
豆
州
田
曹
長
大
豊
元
年
十
二

5
月
墾
秀
才
二
年
正
月
廿
日
被
戊
戌
詔
書
除
中
郎
三
年
八

　
月
廿
七
日
庚
戌
詔
書
除
大
子
舎
人
六
年
十
月
七
日
辛
酸

　
除
尚
書
左
中
兵
郎
七
年
七
月
十
七
日
丁
卯
疾
病
去
職
被

　
壬
申
詔
書
除
中
郎
十
年
五
月
十
七
日
除
屯
無
始
卒
王
司

　
馬
十
二
月
廿
七
日
除
中
郎
蓼
卒
南
將
軍
楚
王
軍
事
永
煕

0
元
年
九
月
除
参
鎭
南
將
軍
事
永
享
元
年
二
月
三
日
除
河

　
内
山
陽
令
元
康
元
年
三
月
廿
五
日
到
官
三
年
五
月
四
日

　
除
領
軍
將
軍
長
史
六
月
六
日
拝
四
年
五
月
五
日
除
中
書

　
侍
郎
六
月
二
日
辞

　
夫
人
劉
年
茄
五
東
莱
劉
仲
雄
之
女
息
女
柔
字
徽
音
年
廿

5
適
樂
陵
石
庶
租
次
息
男
隠
字
鳴
鶴
年
十
九
嬰
狼
耶
王
士

　
璋
女
次
女
和
字
詔
音
年
十
七
適
穎
川
許
昌
陳
敬
租
三
日

　
婦
次
女
恭
字
恵
音
年
十
四
適
弘
農
楊
士
産
拝
時
晩
生
二

女
皆
不
育

（
左
面
）

夫
人
劉
氏
年
五
十
四
字
簡
訓
永
安
元
年
歳
在
甲
子
三
月

十
六
日
癸
丑
卒
干
司
徒
府
乙
卯
殖
其
年
多
故
四
月
十
八

　
日
乙
酉
附
葬



注選料憤磁囎

4
5



一
六
　
中
書
侍
郎
荷
岳
墓
誌

　
隷
書
で
碑
七
十
七
、
碑
陰
十
八
行
、
左
側
三
行
、
右
側
二
行
、
行
ご
と
に
二
一
字
。
高
五
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
寛
四
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
一
九
一

七
年
、
河
南
省
優
師
寧
波
荘
郷
の
人
が
井
戸
よ
り
獲
見
（
方
若
、
王
肚
弘
増
補
『
増
補
校
碑
随
筆
』
）
、
或
い
は
王
師
縣
の
西
十
五
里
の
察
小
荘
よ
り
出
土
し
、

飽
君
某
が
入
手
（
臭
士
鑑
『
九
鐘
精
舎
金
石
文
践
尾
七
里
」
）
。
原
石
は
個
人
の
所
払
に
賢
し
て
い
る
ら
し
く
、
所
在
不
明
（
欧
陽
輔
『
土
古
丁
霊
績
編
』
）
。
碑

陽
に
よ
れ
ば
刻
石
は
元
康
五
年
（
二
九
五
）
、
左
面
に
よ
れ
ば
永
安
元
年
（
三
〇
四
）
と
な
る
。
鮮
菜
銘
『
循
園
古
家
遺
文
践
尾
」
は
、
元
康
五
年
に
碑
陽
と

碑
陰
が
離
ら
れ
た
後
、
永
安
元
年
、
夫
人
劉
氏
が
附
葬
さ
れ
た
時
に
左
右
が
増
刻
さ
れ
た
と
し
、
馬
衡
『
凡
將
齋
金
石
叢
稿
』
（
中
華
書
局
、
　
一
九
七
七
年
）

は
、
前
後
し
て
離
ら
れ
た
文
字
が
同
様
で
あ
る
の
は
、
と
も
に
息
子
の
隠
の
手
に
な
る
た
め
、
と
す
る
。
ま
た
虚
血
啓
郎
氏
は
、
「
墓
誌
が
元
康
五
年
に
制
作

さ
れ
、
永
安
元
年
に
刻
み
加
え
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
永
安
元
年
に
始
め
て
制
作
さ
れ
た
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
す
る
（
同
氏
「
西
巫
日
の
墓
誌
の
意

義
」
、
礪
波
護
編
『
中
國
中
世
の
文
物
』
）
。
な
お
、
欧
陽
輔
は
本
選
を
偽
作
と
断
ず
る
（
『
集
古
血
眞
』
『
集
古
求
早
強
編
』
）
。

注選料噴磁鰭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
暫
故
中
書
侍
郎
穎
川
穎
陰
荷
君
之
墓
。
君
。
以
元
康
五
年
七
月
乙
丑
朔
八
日
丙
申
。
歳
在
乙
卯
。
疾
病
卒
。
君
。
樂
卒
府
警
之
第
二
子
。
時
年
五
十
。
先
祀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
安
措
干
穎
川
穎
陰
縣
之
北
。
其
年
七
月
十
二
日
大
雨
過
常
。
薔
即
下
渥
。
崩
壊
者
多
。
聖
詔
嘉
悼
。
慰
其
身
約
。
特
賜
墓
田
一
頃
。
鏡
十
五
萬
。
生
揚
葬
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

是
以
別
安
措
於
河
南
洛
陽
縣
之
東
。
陪
附
奮
文
帝
陵
道
之
右
。
其
筈
十
月
戊
午
朔
廿
二
日
庚
辰
葬
。
窺
詔
書
如
左
。

　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

　
詔
。
中
書
侍
郎
苞
岳
。
音
量
興
奮
。
思
識
通
事
。
不
幸
喪
亡
。
甚
悼
患
之
。
詮
議
鏡
十
萬
。
出
撃
喪
事
。
詔
。
故
中
書
侍
郎
苞
岳
。
忠
正
簡
誠
。
乗
心
不
萄
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

早
喪
オ
志
。
既
慰
惜
之
。
聞
其
家
居
貧
約
。
喪
葬
無
資
。
脩
必
至
此
。
又
可
嘉
再
思
。
茜
墓
霊
水
。
欲
於
此
下
灌
葬
。
其
重
葬
地
一
頃
。
鏡
十
五
萬
。
生
塗
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

事
。
皇
帝
聞
中
書
侍
郎
萄
岳
卒
。
遣
謁
者
戴
溶
弔
。
皇
帝
遣
手
者
戴
熔
。
以
少
牢
祭
具
祠
警
護
書
侍
郎
萄
岳
。
尚
書
。

獅



　
（
碑
陰
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　
岳
。
字
於
伯
。
小
字
異
姓
。
以
正
始
七
年
正
月
八
日
癸
未
。
生
壁
誰
西
府
丞
官
舎
。
無
畏
寧
二
年
七
月
。
本
郡
功
曹
史
。
在
職
廿
四
日
。
還
家
。
十
月
墾
孝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

不
行
。
三
年
七
月
。
司
徒
府
辟
。
四
年
二
月
十
九
日
戊
午
。
豊
里
。
署
膠
嚢
坦
坦
曹
屡
。
太
康
元
年
十
二
月
。
墾
秀
才
。
二
年
正
月
廿
日
。
被
戊
戌
詔
書
。
除

　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

中
郎
。
三
年
八
月
廿
七
日
庚
戌
。
詔
書
。
除
大
子
舎
人
。
六
年
十
月
七
日
辛
巳
。
除
尚
書
左
中
兵
郎
。
七
年
七
月
十
七
日
丁
卯
。
疾
病
下
職
。
被
壬
申
詔
書
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

除
中
郎
。
十
年
五
月
十
七
日
。
昼
型
騎
当
季
王
司
馬
。
十
二
月
廿
七
日
。
除
中
郎
。
参
李
南
甘
甘
楚
王
軍
事
。
永
煕
元
年
九
月
。
除
下
士
南
將
軍
事
。
永
中
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

年
二
月
三
日
。
除
河
内
山
陽
令
。
元
康
元
年
三
月
廿
五
日
。
到
官
。
三
年
五
月
四
日
。
除
領
軍
將
軍
長
喜
。
六
月
六
日
拝
。
四
年
五
月
五
日
。
除
中
書
侍
郎
。

六
月
二
日
拝
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
夫
人
劉
。
心
耳
五
。
土
取
劉
仲
雄
之
女
。
息
女
柔
。
字
由
良
。
年
廿
。
適
樂
陵
石
庶
租
。
次
息
男
隠
。
字
鳴
鶴
。
年
十
九
嬰
娘
耶
軍
士
璋
女
。
次
女
和
。
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
が
　

紹
音
。
年
十
七
。
適
穎
川
許
昌
浮
誇
租
。
三
日
婦
。
次
女
恭
。
字
恵
音
。
年
十
四
。
適
量
農
楊
士
産
。
拝
時
。
晩
生
二
女
。
皆
不
育
。

　
（
右
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
隠
。
司
徒
左
西
曹
檬
。
和
。
夫
卒
。
子
男
環
。
年
八
。
字
華
孫
。

　
（
左
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
夫
人
劉
氏
。
年
五
十
四
。
玉
簡
訓
。
永
安
元
年
歳
在
甲
子
三
月
十
六
日
重
心
。
卒
干
司
徒
府
。
乙
卯
建
。
豊
年
挙
挙
。
四
月
十
八
日
乙
酉
附
葬
。

（
1
）
　
奮
故
中
書
侍
郎
穎
川
穎
陰
苞
君
之
墓

　
　
　
　
中
書
侍
郎
1
1
『
世
読
新
語
』
排
雪
招
引
『
萄
氏
家
傳
』
一
「
隠
租
断
。

　
　
　
　
書
侍
郎
、
傳
又
脱
侍
字
也
」
。

（
2
）
　
以
元
康
五
年
七
月
乙
丑
朔
八
日
丙
申

重
安
太
守
。
父
岳
。
中
書
郎
」
。
羅
振
玉
『
雪
堂
金
石
文
字
践
尾
』
一
「
怪
事
岳
官
中
書
郎
、
篠
誌
是
中

鰯



注選料憤叡婿

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
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乙
丑
朔
一
1
趙
萬
里
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
繹
』
一
「
乙
丑
。
當
作
己
丑
」
。

樂
李
府
君
之
第
二
子

　
　
樂
孕
府
議
皿
先
王
『
苞
氏
家
傳
』
で
は
樂
安
太
守
（
『
九
鐘
精
舎
金
石
文
践
尾
乙
編
」
一
「
巫
日
書
地
理
志
。
樂
李
郡
属
井
州
。
泰
始
中
置
。
呈
露
國
属
下
州
。
王
國
當
稻
内
史
。

　
　
不
鷹
奪
合
守
也
」
）
の
噺
。
『
雪
堂
金
石
文
裾
野
尾
』
一
「
樂
甲
府
君
。
殆
離
家
傳
之
所
。
半
作
樂
安
。
殆
樂
卒
景
雲
也
」
。
『
岨
面
精
舎
金
石
文
践
尾
手
編
」
　
「
家
傳
作
樂
安
。

　
　
闇
雲
軍
卒
之
誤
。
是
當
以
碑
矯
正
。
『
魏
志
』
三
目
傳
。
故
叔
父
衙
。
斐
注
引
『
筍
氏
家
傳
』
日
。
三
子
所
。
字
黒
旗
。
位
曇
声
陰
太
守
。
総
督
判
所
即
一
人
。
因
字
形
相

　
　
近
而
誤
。
或
曾
歴
濟
陰
。
樂
卒
爾
郡
。
而
碑
與
傳
各
墾
其
一
耳
」
。

先
租
世
安
措
干
穎
川
穎
陰
縣
之
北

　
　
安
措
1
1
「
孝
纒
』
喪
親
章
一
「
卜
其
宅
毒
悪
安
西
之
」
。
「
晋
大
司
農
叢
薄
量
器
祇
墓
誌
」
（
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
）
　
「
元
康
三
年
七
月
四
日
癸
卯
莞
、
十
月
十
一
日
乙
卯

　
　
安
措
」
。
「
巫
日
質
皇
后
乳
母
美
人
徐
氏
感
銘
」
（
同
前
）
　
「
（
元
康
）
九
年
二
月
五
日
。
租
載
安
芸
。
永
即
応
置
」
。

大
雨
過
常

　
　
大
雨
目
『
一
日
書
』
巻
四
「
悪
帝
紀
」
に
、
「
（
元
康
五
年
）
是
厳
。
荊
。
揚
。
亮
。
豫
。
青
。
謙
卑
六
十
大
水
。
精
義
御
史
巡
行
振
貸
」
、
書
巻
二
十
七
「
五
行
志
」
上
に
、

　
　
「
五
年
五
月
。
穎
川
。
准
南
大
水
。
六
月
。
城
陽
。
東
莞
大
水
。
殺
人
。
荊
。
揚
。
徐
。
査
。
豫
五
州
又
水
」
と
い
う
。

聖
詔
嘉
悼

　
　
嘉
悼
巨
ぼ
顔
延
之
「
陽
給
事
謙
」
（
『
文
選
』
巻
五
十
七
）
一
「
雷
撃
嘉
悼
。
思
輩
下
異
」
。

慰
其
貧
約

　
　
貧
約
1
1
『
左
傳
」
昭
公
十
年
一
「
國
之
貧
約
孤
寡
者
。
私
與
之
粟
」
。

賜
墓
田
一
頃
銭
十
五
萬

　
　
沖
田
一
頃
1
1
早
上
論
文
は
西
著
の
例
と
し
て
、
『
苦
書
』
巻
三
十
四
「
羊
砧
傳
」
一
「
賜
去
城
十
里
耳
近
陵
葬
地
一
頃
」
、
百
貨
四
十
「
頁
充
傳
」
一
「
給
榮
田
一
頃
」
、
同
巻
五

　
　
十
七
「
縢
脩
傳
」
　
「
賜
墓
田
↓
頃
」
を
墨
げ
る
。
他
に
『
巫
違
目
』
巻
九
十
「
良
吏
傳
・
魯
芝
」
　
「
泰
始
九
年
卒
。
…
…
賜
時
日
百
畝
」
、
巻
八
十
九
「
忠
義
傳
・
稻
紹
」
　

　
　
「
賜
墓
田
一
頃
。
客
十
戸
」
が
あ
る
。

　
　
鑓
十
五
萬
1
1
墓
田
一
頃
に
加
え
銭
を
賜
っ
た
例
と
し
て
、
『
奮
書
』
巻
三
十
九
「
王
夏
季
」
縞
泰
始
二
年
莞
。
帝
素
服
罪
哀
、
賜
秘
器
朝
服
一
旦
ハ
。
衣
一
襲
。
銭
三
十
萬
。

　
　
布
百
匹
。
葬
田
一
頃
、
論
国
元
」
が
あ
る
。
『
九
鐘
精
舎
金
石
文
践
尾
漏
洩
』
一
「
西
若
弟
終
之
典
。
如
王
群
。
鄭
沖
。
何
曾
。
石
弓
。
羊
砧
。
斐
秀
。
王
沈
。
鄭
裏
。
盧
欽
。

　
　
庚
峻
。
皆
雪
平
三
十
萬
。
唐
彬
。
劉
頒
。
早
書
銭
二
十
萬
。
惟
平
場
謹
聴
鏡
割
百
萬
。
山
濤
賜
鏡
五
十
萬
。
將
葬
又
置
銭
四
十
萬
。
萄
頻
。
李
胤
則
賜
鏡
二
百
萬
。
開
國
諸

　
　
臣
隆
殺
有
等
。
筍
岳
位
僅
中
書
侍
郎
。
而
喪
葬
土
ハ
賜
鏡
二
十
五
萬
。
亦
云
荒
子
　
」
。

陪
附
各
文
帝
陵
道
之
右

　
　
陪
附
1
1
『
後
漢
書
』
列
傳
四
十
四
「
楊
震
傳
附
・
楊
乗
」
一
「
（
延
喜
…
）
八
年
莞
。
近
年
七
十
四
。
論
題
陪
陵
」
、
『
四
日
書
』
巻
三
十
四
「
羊
枯
傳
」
一
「
從
弟
誘
等
述
砧
素
志
。

　
　
求
葬
於
先
人
墓
次
。
帝
不
許
。
賜
去
城
十
里
外
近
陵
地
一
頃
」

　
　
雷
文
帝
陵
一
1
崇
陽
陵
を
指
す
。
傅
亮
「
干
瓢
公
論
洛
陽
謁
五
宝
表
」
導
引
畳
縁
生
「
述
征
記
」
（
『
文
選
』
三
十
八
）
一
「
北
部
東
隠
里
甲
山
。
山
西
南
巫
日
文
帝
崇
陽
陵
。
陵
西

　
　
武
帝
峻
陽
陵
－
…
・
」
。

蜥
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其
年
十
月
戊
午
朔
廿
二
日
庚
辰
葬

　
　
廿
二
日
庚
辰
1
1
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
繹
』
晶
廿
二
。
當
作
廿
三
」
。

詔
　
　
詔
u
『
九
鐘
精
舎
金
石
文
祓
尾
乙
編
』
　
「
載
詔
書
二
。
一
再
賜
鏡
十
萬
以
供
事
事
。
一
男
賜
葬
地
一
厘
鍵
十
五
萬
以
供
葬
事
」
。

膣
量
弘
簡

　
　
彊
白
垂
『
三
國
志
』
巻
二
十
六
「
土
層
傳
」
勾
引
『
各
諸
公
賛
」
　
「
奮
。
夏
季
通
雅
。
有
島
風
也
」
。
同
巻
四
十
七
「
呉
主
導
」
注
引
『
呉
書
』
　
「
煕
封
B
。
昊
王
艦
量
聰

　
　
明
。
善
於
任
使
…
…
」
。

　
　
弘
簡
睡
羊
砧
「
譲
開
府
表
」
（
『
文
選
』
三
十
七
）
一
「
光
禄
大
夫
李
胤
。
荷
政
弘
簡
。
在
公
正
色
」
。
注
一
「
孔
安
藝
『
尚
書
』
照
日
。
簡
。
大
悲
」
。

思
識
通
濟

　
　
思
識
1
1
『
三
國
志
』
巻
二
十
九
「
方
技
傳
・
管
轄
」
蟹
田
『
轄
別
傳
」
　
「
安
李
趙
孔
曜
。
明
敏
自
署
識
」
。

　
　
通
濟
一
1
『
三
國
志
』
巻
四
十
一
「
楊
洪
傳
」
注
引
『
盆
早
老
日
蕾
傳
雑
記
』
一
「
（
何
）
祇
黒
熱
粛
。
鼻
塞
貧
。
黒
人
寛
厚
主
思
」
。
『
証
書
』
巻
⊥
ハ
十
八
「
賀
箔
傳
」
　
「
前
蒸
陽

　
　
令
郭
訥
。
風
度
簡
膿
。
器
識
朗
抜
。
通
濟
敏
悟
。
才
足
幹
事
」
。

忠
正
簡
誠

　
　
簡
誠
1
1
『
禮
記
』
王
制
　
「
司
冠
…
…
有
旨
無
簡
不
聴
」
。
注
一
「
簡
。
誠
也
」
。

乗
心
不
苛

　
　
乗
心
目
『
詩
』
郎
風
「
定
之
方
中
」
一
「
匪
直
也
人
。
乗
心
塞
淵
。
騨
牝
三
千
」
。

欲
於
此
下
権
葬

　
　
灌
葬
閥
α
「
後
漢
書
』
列
傳
十
四
「
馬
援
傳
」
　
「
…
…
帝
憤
怒
。
援
妻
學
憧
催
。
不
遜
尊
卑
年
玉
螢
。
裁
買
城
西
数
十
地
藁
葬
而
已
」
。
注
一
「
稟
。
草
也
。
以
不
蹄
奮
螢
。

　
　
時
椹
葬
。
故
稻
藁
」
。
校
勘
記
　
「
時
椹
二
字
當
乙
轄
」
。
「
華
北
墓
誌
」
（
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
）
一
「
今
歳
荒
土
餓
。
未
得
南
還
。
輯
椹
假
葬
干
燕
國
」
。
「
謝
鰻
墓
誌
」

　
　
（
同
前
）
一
「
假
葬
建
康
縣
石
子
岡
」
。

以
少
牢
祭
具
祠

　
　
土
牢
1
1
『
大
耳
禮
」
曾
子
天
圓
一
「
諸
侯
之
祭
牲
。
牛
。
日
太
牢
。
大
夫
主
祭
牲
。
羊
。
口
少
牢
。
士
之
証
悟
。
特
家
。
日
餓
食
」
。
『
晋
書
」
八
十
九
「
忠
義
傳
・
樒
紹
旨

　
　
「
軒
並
遣
瀬
冊
贈
侍
中
。
光
線
大
夫
。
加
金
章
紫
綬
。
進
爵
爲
俣
。
賜
山
田
一
頃
。
客
十
戸
。
祀
以
少
牢
。
…
…
以
紹
死
節
事
重
。
而
構
造
未
苗
草
徳
。
更
表
贈
太
尉
。
祠

　
　
墨
太
牢
」
。
同
「
忠
義
傳
・
虞
埋
」
　
「
及
王
敦
李
。
贈
慢
薄
陽
太
守
。
蒸
器
陽
太
守
。
遣
濡
者
門
鑑
。
祭
以
少
牢
」
。
砿
『
唐
令
拾
遺
』
復
蕾
喪
葬
令
第
五
條
　
「
諸
京
官
職

　
　
事
三
品
已
上
。
散
官
二
品
以
上
遭
租
父
母
父
母
喪
。
京
官
四
品
及
都
督
刺
史
。
並
内
外
職
事
若
散
官
哲
理
去
官
五
品
已
上
。
在
京
莞
卒
。
及
五
品
軍
官
身
死
王
事
者
。
將
葬

　
　
皆
祭
以
少
牢
。
司
儀
率
齋
郎
。
執
姐
豆
以
往
…
…
」
。

生
於
謙
郡
府
丞
官
舎

　
　
『
凡
將
齋
金
石
愚
稿
』
一
「
諸
生
誰
誰
郡
宣
旨
官
舎
。
最
要
必
曾
歴
此
官
」
。
『
循
園
古
家
遺
文
践
尾
』
一
「
葡
蒲
生
誰
誰
郡
府
舎
。
而
劉
夫
人
卒
於
司
徒
府
。
足
見
當
時
官
吏
蜷

　
　
屡
得
以
随
任
同
居
。
惟
筍
隠
士
官
司
韓
語
曹
縁
。
而
寛
能
迎
養
其
母
。
居
司
徒
府
中
。
無
器
量
準
急
臣
僚
。
較
近
世
尤
爲
優
厚
　
」
。

鵬
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本
郡
功
曹
史

　
　
郡
功
曹
史
匡
『
巫
呈
出
」
巻
二
十
四
「
職
官
志
」
一
「
郡
日
置
太
守
。
河
南
郡
京
師
所
在
。
則
日
サ
。
諸
王
國
以
内
白
土
太
守
之
任
。
又
置
主
簿
。
主
記
室
。
門
下
賊
曹
。
議
生
。

　
　
門
下
史
。
記
室
史
。
録
事
史
。
書
佐
。
諸
行
。
幹
。
小
史
。
五
官
檬
。
功
曹
史
。
功
曹
書
佐
。
盛
行
小
史
。
五
官
檬
等
員
」
。

司
徒
府
辟

　
　
司
徒
H
『
凡
將
齋
金
石
叢
稿
』
一
「
是
時
何
曾
正
以
太
傅
領
司
徒
」
。

三
部
徐
州
田
曹
属

　
　
田
曹
属
H
『
臨
本
精
舎
金
石
文
祓
尾
乙
編
』
…
暴
日
書
職
官
志
。
州
置
刺
史
及
諸
曹
從
事
等
員
。
田
子
属
。
殆
即
諸
本
之
一
。
縄
文
從
略
」
。
呉
氏
は
こ
れ
を
州
の
属
官
と
解

　
　
す
る
が
、
司
徒
の
辟
に
鷹
じ
て
志
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
首
府
の
屡
説
で
あ
り
、
故
に
部
の
字
が
徐
州
の
上
に
つ
く
の
で
あ
ろ
う
。
『
誓
書
」
毬
三
十
九
「
百
官
志
」

　
　
上
　
「
楊
駿
豊
野
傅
、
増
祭
酒
爲
四
人
。
檬
。
屡
爲
二
十
人
。
兵
曹
分
爲
左
。
右
。
法
。
金
。
田
。
集
。
水
。
戎
。
車
。
馬
十
曹
。
轟
轟
屡
、
則
爲
二
十
人
」
。
但
し
楊
駿
が

　
　
太
傅
と
な
る
の
は
恵
帝
太
煕
元
年
（
二
九
〇
）
で
、
岳
が
こ
の
官
に
つ
い
た
言
言
四
年
（
二
七
八
）
よ
り
後
で
あ
る
。
部
徐
蓮
田
曹
属
の
官
名
は
類
例
を
他
に
見
な
い
が
、

　
　
或
い
は
司
徒
府
の
田
曹
の
中
で
特
に
徐
州
の
こ
と
を
扱
っ
た
職
で
は
な
か
ろ
う
か
。

除
中
郎

　
　
中
郎
博
『
手
書
』
巻
三
十
九
「
百
官
志
」
上
一
「
光
緑
勲
。
一
人
。
…
…
凡
有
中
郎
。
議
郎
。
侍
郎
。
下
中
四
等
。
無
員
。
多
至
萬
人
」
。

三
年
八
月
廿
七
日
庚
戌

　
　
庚
戌
1
1
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
繹
』
一
「
庚
戌
。
當
作
庚
子
」
。

除
大
（
太
）
子
舎
人

　
　
太
子
舎
人
1
1
『
殴
書
』
巻
二
十
四
「
職
官
志
」
一
「
太
子
太
傅
。
少
傅
。
皆
野
官
業
。
…
…
舎
人
十
六
人
。
職
質
散
騎
。
中
書
等
侍
郎
」
。

六
年
十
月
七
日
辛
巳

　
　
辛
巳
目
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
繹
』
一
「
辛
巳
。
當
作
辛
卯
」
。

除
ハ
同
童
日
左
中
丘
ハ
郎

　
　
尚
書
左
中
野
郎
1
1
『
宋
書
』
巻
三
十
九
「
百
官
志
」
上
一
「
巫
日
西
朝
則
主
事
。
殿
中
。
田
部
。
儀
曹
。
吏
部
。
三
公
。
官
記
。
金
部
。
倉
部
。
度
支
。
都
官
。
二
千
石
。
左

　
　
民
。
、
右
民
。
虞
曹
。
屯
田
。
起
部
。
水
足
。
左
主
客
。
右
主
客
。
略
書
。
略
書
。
庫
部
。
左
中
兵
。
右
中
兵
。
鴻
儒
兵
。
右
歩
兵
。
甲
兵
。
都
兵
。
騎
兵
。
左
士
。
右
士
。

　
　
北
主
客
。
南
主
客
爲
三
十
四
曹
郎
」
。

除
屯
騎
始
卒
王
司
馬

　
　
除
屯
騎
…
…
司
馬
H
『
九
鐘
精
舎
金
石
文
践
当
主
編
』
一
「
始
李
王
璋
爲
武
帝
第
五
子
。
封
戸
成
寧
三
年
。
至
芸
康
十
年
十
一
月
改
封
楚
王
。
碑
言
十
年
十
二
月
参
卒
南
將
軍

　
　
楚
王
軍
事
。
其
時
正
在
改
封
牛
王
之
後
。
本
傳
云
。
脂
玉
於
楚
。
都
督
蝋
管
諸
軍
事
、
卒
南
野
壷
、
轄
西
南
將
軍
。
武
辞
書
。
誘
導
衛
將
軍
学
北
軍
中
候
…
…
」
。
『
凡
將
齋

　
　
金
石
叢
稿
』
一
「
騒
騒
十
年
歴
士
卒
王
司
馬
。
参
着
王
軍
事
。
参
鎭
南
將
軍
事
。
蓋
皆
野
楚
王
墨
壷
。
璋
。
初
封
土
諸
王
。
早
蕨
騎
校
尉
。
太
康
十
年
十
一
月
徒
封
於
楚
。
出

　
　
爲
卒
南
將
軍
。
轄
鎭
南
將
軍
、
悉
與
志
合
」
。

参
卒
南
將
軍
楚
王
軍
事

㎜



（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

（
3
2
）

（
3
3
）

（
3
4
）

　
　
注
　
（
2
7
）
参
昭
…
。

除
参
鎭
南
將
軍
事

　
　
注
（
7
2
）
勘
参
昭
｛
。

永
卒
元
年
二
月
三
日
除
河
内
山
陽
令

　
　
除
河
内
山
陽
切
口
同
年
同
月
二
十
日
、
楚
王
璋
は
頁
后
の
計
略
に
よ
り
入
朝
、
三
月
八
日
の
書
籍
討
滅
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
参
普
し
、
以
後
、
衛
將
軍
領
北
軍
中
候
と
し
て
、

　
　
同
年
六
月
に
殺
さ
れ
る
ま
で
中
央
に
留
ま
る
。
岳
の
山
陽
令
庶
出
は
そ
れ
と
關
結
し
て
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

除
領
軍
將
軍
長
史

　
　
領
軍
將
軍
1
1
『
九
鐘
精
舎
金
石
文
践
尾
乙
編
』
”
「
職
官
志
云
。
魚
網
軍
將
軍
。
器
官
。
魏
武
帝
以
曹
休
海
中
領
軍
。
文
帝
常
置
領
軍
將
軍
。
厭
日
武
運
初
省
。
使
中
軍
將
軍
羊

　
　
砧
統
二
衛
前
後
左
右
曉
衛
等
螢
。
即
領
軍
土
蜂
。
永
昌
元
年
改
日
野
並
中
墨
。
楚
王
空
馬
自
軍
領
北
軍
士
候
。
郎
領
軍
也
。
竪
琴
恵
帝
初
年
。
非
元
帝
永
昌
元
年
始
改
。
武

　
　
帝
紀
。
泰
始
七
年
十
二
月
罷
中
領
軍
＃
北
軍
中
蓋
。
是
武
帝
時
已
有
北
軍
中
昔
。
而
以
中
塗
戸
井
入
之
。
筍
量
器
楚
王
長
史
。
碑
郎
稻
爲
領
事
。
蓋
岳
爾
参
軍
事
。
一
爲
司

　
　
馬
。
　
一
票
長
史
。
皆
爲
末
吉
属
官
」
。
す
な
わ
ち
呉
氏
は
巫
日
の
武
帝
期
に
中
興
軍
將
軍
が
北
軍
中
層
に
導
入
さ
れ
た
と
し
、
こ
こ
の
領
軍
將
軍
と
は
楚
王
璋
の
領
し
た
北
軍

　
　
中
候
の
こ
と
だ
と
す
る
。
但
し
西
奮
時
代
に
領
軍
將
軍
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
當
時
、
既
に
楚
王
璋
は
謙
殺
さ
れ
て
お
り
、
呉
氏
が
こ
の
領
軍
將
軍
を
彼
の
こ
と
と

　
　
す
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

東
莱
劉
仲
雄
之
女

　
　
劉
善
書
1
1
『
九
鐘
精
舎
金
石
文
溌
墨
乙
甲
』
　
「
東
竪
劉
仲
雄
。
即
古
言
。
白
日
書
本
傳
云
。
東
莱
華
人
。
脇
浜
出
前
卒
。
楽
音
諸
悪
。
此
足
誼
西
奮
有
陪
陵
之
例
」
。
『
雪
堂
金

　
　
石
文
字
載
尾
』
　
「
替
書
劉
毅
傳
。
字
仲
雄
。
東
莱
抜
人
。
誌
墨
其
字
也
」
。

適
樂
陵
石
庶
租

　
　
石
詰
組
1
1
『
雪
堂
金
石
文
字
賊
尾
』
一
「
誌
又
稻
。
息
女
柔
適
石
車
租
。
雪
隠
嬰
王
士
璋
女
。
次
女
和
適
齢
敬
租
。
次
女
恭
黄
楊
士
産
。
石
。
王
。
陳
。
楊
。
亦
並
塞
其
字
。

　
　
王
士
璋
。
見
否
書
王
祥
忌
後
。
弟
覧
傳
。
覧
子
礫
。
字
士
璋
。
石
器
租
。
陳
敬
租
。
楊
士
産
。
錐
不
可
考
。
然
石
爲
樂
陵
人
。
青
書
霊
鑑
之
族
。
陳
。
穎
川
人
。
楊
。
弘
農

　
　
之
人
。
當
爲
太
邸
。
伯
起
之
商
。
所
與
通
婚
姻
者
。
固
皆
海
内
之
清
族
　
」
。

三
日
婦

　
　
三
日
婦
1
一
『
通
典
』
巻
五
十
九
「
嘉
禮
」
四
「
已
拝
時
而
後
各
有
蓋
霊
迎
婦
遣
女
議
」
一
「
東
置
捨
三
太
和
中
。
…
…
早
書
與
邦
嘉
日
。
…
…
野
葬
時
之
禮
。
誠
非
奮
典
。
蓋

　
　
由
季
代
多
難
。
男
女
宜
各
等
時
。
故
爲
管
制
。
辻
固
婚
姻
之
義
也
。
…
…
。
子
安
議
。
拝
増
嵩
非
正
典
。
代
品
土
ハ
行
久
　
。
將
以
三
族
多
虞
。
歳
有
吉
忌
。
故
逆
成
其
禮
。

　
　
宋
据
置
之
謂
。
俗
既
流
弊
。
故
塁
拝
時
代
三
日
。
推
論
善
意
。
早
智
説
得
從
省
。
以
赴
語
聾
。
」
。
同
「
浮
鞭
婦
三
日
婦
輕
重
器
」
　
「
按
謬
論
婚
嫁
無
舞
時
三
日
之
文
。
自
後

　
　
漢
魏
蕾
晶
帯
。
或
甲
冑
時
之
婦
。
或
爲
三
日
之
婚
。
魏
王
粛
。
興
言
。
育
子
會
。
陳
塁
。
壷
網
泰
。
舌
早
拝
時
得
比
於
三
日
。
奮
予
診
謂
山
嘉
日
。
舞
於
舅
姑
。
可
准
廟
見
。

　
　
三
日
同
牢
。
允
構
活
量
。
濤
日
。
愚
論
已
舞
舅
姑
。
重
於
三
日
。
所
基
岩
但
不
三
月
耳
。
張
手
謂
。
舞
時
之
婦
。
舌
風
於
舅
姑
。
三
日
之
婚
。
成
吉
於
夫
氏
。
准
於
古
義
。

　
　
早
送
成
婦
。
已
舞
舅
姑
。
即
是
廟
見
。
常
侍
尊
慮
元
三
謂
。
已
舞
舅
姑
。
其
義
全
於
在
塗
。
：
…
二
二
日
置
婦
。
亦
務
時
之
婚
　
。
雛
同
調
而
食
。
同
裳
而
寝
。
此
曲
室
征
席

　
　
之
情
義
耳
。
手
合
古
人
亡
則
璽
菓
。
存
則
盟
浄
書
婦
道
成
哉
。
平
調
尊
見
之
婦
。
死
則
反
葬
女
氏
之
蕪
。
以
此
推
之
。
貴
其
成
婦
。
不
係
墨
譜
。
明
葬
舅
姑
爲
重
。
接
夫
爲

　
　
輕
。
所
以
然
者
。
先
謬
言
後
信
。
嵩
置
子
日
。
是
不
爲
夫
婦
。
謳
翻
弄
　
。
非
議
也
。
此
春
秋
之
明
義
。
葬
時
重
於
三
日
瑞
徴
也
。
議
日
。
…
…
拝
時
之
婦
。
禮
纒
不
載
。

脚



注選料噴叡紹

（
3
5
）

（
3
6
）

（
3
7
）

（
3
8
）

（
3
9
）

（
4
0
）

（
4
1
）

（
4
2
）

　
　
自
東
金
魏
巫
日
露
於
東
各
。
専
有
此
事
。
按
其
儀
。
或
時
属
難
虞
。
歳
遇
良
吉
。
急
於
嫁
嬰
。
灌
爲
此
制
。
以
空
裏
檬
女
氏
之
首
。
而
夫
氏
登
之
。
因
葬
舅
姑
。
便
成
婦
道
。

　
　
六
禮
彗
星
。
合
七
号
乖
。
堕
政
教
之
大
方
。
成
容
易
之
弊
法
。
…
…
宋
齊
以
後
。
斯
制
講
堂
。
後
座
君
子
。
無
慌
前
賢
」
。
す
な
わ
ち
三
日
婦
、
舞
時
、
と
も
に
後
漢
魏
巫
日

　
　
に
行
わ
れ
た
略
式
の
婚
禮
で
あ
る
。

適
弘
農
楊
士
産

　
　
暮
景
楊
白
蛇
H
『
押
詰
齋
金
石
叢
稿
』
は
産
を
彦
に
繹
し
、
『
世
読
新
語
』
注
（
賞
讐
注
引
『
八
王
故
事
』
・
品
藻
注
引
萄
緯
『
翼
井
底
』
）
に
見
え
る
弘
農
の
人
・
楊
士
彦

　
　
で
は
な
い
か
と
す
る
。

拝
時

　
　
注
　
（
4
3
）
参
昭
…
。

　
　
萄
隙
1
1
命
定
の
名
は
、
『
副
書
」
巻
五
十
四
「
陸
雲
傳
」
に
雲
と
の
清
談
相
手
と
し
て
見
え
る
。
『
世
読
新
語
』
農
高
夏
引
『
苞
氏
家
傳
』
一
「
…
…
隠
。
歴
太
子
舎
人
廷
尉
」
。

　
　
『
雪
堂
金
石
文
字
並
尾
」
一
「
傳
稻
。
隠
歴
官
太
子
舎
人
。
廷
尉
卒
。
誌
稻
。
隠
司
徒
左
西
曹
檬
。
與
傳
作
太
子
舎
人
廷
尉
二
者
不
合
。
不
知
誰
爲
最
後
之
歴
官
也
」
。
『
九
鐘

　
　
精
舎
金
石
文
践
尾
乙
編
』
一
「
碑
云
。
隠
官
司
徒
左
西
曹
縁
。
吉
家
傳
云
。
歴
太
子
舎
人
。
廷
尉
李
。
聖
書
官
舎
人
。
廷
尉
李
。
而
終
於
西
暴
言
耳
」
。

司
徒
左
西
曹
檬
．

　
　
司
徒
左
西
墨
書
1
1
『
巫
日
書
』
巻
二
十
四
「
職
官
志
」
一
「
諸
公
及
開
府
位
從
公
器
、
…
…
語
長
史
一
人
秩
一
千
石
。
西
東
宿
祭
酒
。
西
東
暑
寒
…
…
」
。

．
和
夫
卒

　
　
和
夫
卒
1
1
和
は
夫
が
死
ん
で
三
家
に
戻
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
凡
並
置
金
石
叢
稿
』
晶
女
和
算
陳
敬
組
。
而
日
三
日
婦
。
通
義
未
詳
。
劉
氏
附
葬
時
。
陳
已
先
卒
。
故

　
　
日
有
和
夫
卒
之
文
」
。
三
日
婦
に
つ
い
て
は
注
（
3
4
）
を
参
照
。

子
男
覆

　
　
子
男
獲
1
1
『
雪
堂
金
石
文
字
頭
尾
」
一
「
隠
名
後
一
行
書
。
子
男
慶
年
八
字
華
孫
。
當
是
隠
之
子
。
不
日
岳
之
孫
。
而
附
書
中
導
車
日
子
男
。
此
古
今
文
法
之
殊
　
」
。
呉
士

　
　
鑑
・
劉
承
幹
も
理
を
隠
の
子
と
す
る
が
（
『
即
日
書
斜
注
』
陸
雲
傳
）
、
或
い
は
硬
は
和
の
子
（
庇
陰
の
記
録
の
一
年
後
、
十
八
歳
で
竣
を
出
産
）
か
も
し
れ
な
い
。

卒
干
司
徒
府

　
　
気
遅
司
徒
府
1
1
注
（
1
8
）
副
馬
。
『
凡
將
齋
金
石
叢
稿
』
一
「
夫
人
劉
氏
之
卒
。
隠
正
爲
司
徒
左
書
曹
縁
。
故
志
構
卒
於
司
徒
府
（
時
王
戎
爲
司
徒
）
」
。

其
年
多
故

　
　
其
年
多
故
1
1
『
凡
將
齋
金
石
叢
稿
』
　
「
時
世
齪
已
作
。
張
方
猿
戸
一
年
階
京
師
。
悪
婦
又
大
掠
洛
中
。
悪
日
其
年
多
故
」
。

（
碑
陽
）

二
日
の
故
中
書
侍
郎
、
穎
川
穎
陰
苞
君
の
墓
。
君
、
元
康
五
年
七
月
乙
油
石
八
日
丙
申
、

に
年
五
十
。
石
組
は
世
よ
穎
川
穎
陰
縣
の
北
に
望
薄
さ
る
も
、
其
の
年
七
月
十
二
日
、

歳
は
乙
卯
に
在
る
を
以
て
、
病
を
疾
み
て
卒
す
。
君
、
樂
李
府
君
の
第
二
子
な
り
、
時

大
い
に
雨
ふ
る
こ
と
常
を
過
ぎ
、
薔
墓
下
灘
に
し
て
、
五
夜
せ
る
者
多
し
。
聖
詔
嘉
悼

膨



し
、
其
の
貧
約
な
る
を
直
れ
み
、
特
に
墓
田
一
頃
・
鏡
十
五
萬
を
賜
い
、
以
て
惨
事
に
供
せ
し
む
。
是
を
以
て
別
に
河
南
洛
陽
縣
の
東
に
安
羨
し
、
巫
日
文
帝
陵
道
の
右
に
陪
附

す
。
其
の
年
十
月
戊
午
朔
廿
二
日
庚
辰
、
葬
る
。
詔
書
を
寓
す
こ
と
左
の
如
し
。

詔
す
◎
中
書
侍
郎
藁
筆
、
艦
量
睡
眠
に
し
て
、
思
識
通
濟
な
る
も
、
不
幸
に
し
て
喪
亡
せ
り
、
甚
だ
之
を
悼
慰
す
。
其
れ
鏡
十
萬
を
賜
い
、
以
て
喪
事
に
供
せ
し
め
よ
。
詔
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
そ

故
中
書
侍
郎
萄
岳
、
忠
正
簡
誠
に
し
て
、
乗
心
萄
め
に
せ
ざ
る
も
、
早
に
才
志
を
喪
え
り
、
既
に
し
て
之
を
懲
興
せ
る
に
、
聞
く
な
ら
く
其
の
家
居
貧
約
に
し
て
喪
葬
に
資

無
し
と
、
脩
素
此
に
至
る
は
、
又
た
嘉
歯
す
可
き
な
り
。
奮
西
水
に
遇
え
ば
、
此
の
下
に
蔭
子
せ
ん
と
欲
す
。
其
れ
量
地
一
頃
・
鏡
十
五
萬
を
賜
い
、
以
て
葬
事
に
供
せ
し
あ

よ
。
皇
帝
聞
く
な
ら
く
中
書
侍
郎
葡
書
髭
せ
り
と
、
謁
者
戴
踏
を
遣
わ
し
て
弔
せ
し
む
。
皇
帝
謁
者
戴
踏
を
遣
わ
し
、
右
近
祭
具
を
以
て
故
中
書
侍
郎
苞
岳
を
祠
ら
し
む
。
尚

わ
く
は
饗
け
ん
こ
と
を
。

（
碑
陰
）

岳
、
字
は
於
伯
、
小
字
は
異
姓
。
正
始
七
年
正
月
八
日
半
未
を
以
て
、
諜
郡
府
丞
の
官
舎
に
生
ま
る
。
屋
並
二
年
七
月
を
以
て
、
本
郡
の
功
曹
史
た
り
。
職
に
在
る
こ
と
廿
四

日
に
し
て
、
家
に
還
る
。
十
月
孝
に
畢
げ
ら
る
も
、
行
か
ず
。
三
年
七
月
、
司
徒
府
辟
す
。
四
年
二
月
十
九
日
戊
午
、
命
に
鷹
じ
、
長
腎
州
田
曹
属
に
署
せ
ら
る
。
太
康
元
年

十
二
月
、
秀
才
に
憎
げ
ら
る
。
二
年
正
月
廿
日
、
戊
戌
の
詔
書
を
被
り
、
中
郎
に
除
せ
ら
る
。
三
年
八
月
廿
七
日
斎
宮
、
詔
書
も
て
、
大
子
舎
人
に
解
せ
ら
る
。
六
年
十
月
七

日
辛
巳
、
尚
書
左
中
兵
士
に
除
せ
ら
る
。
七
年
七
月
十
七
日
頭
蓋
、
病
を
疾
み
て
職
を
去
る
。
壬
申
の
詔
書
を
被
り
、
中
郎
に
召
せ
ら
る
。
十
年
五
月
十
七
日
、
屯
倉
将
卒
王

司
馬
に
冒
せ
ら
る
。
十
二
月
三
七
日
、
中
郎
・
参
李
南
將
軍
楚
王
軍
事
に
涌
せ
ら
る
。
永
煕
元
年
九
月
、
参
鎭
南
將
軍
事
に
期
せ
ら
る
。
永
卒
元
年
二
月
三
日
、
河
内
山
陽
令

に
除
せ
ら
れ
、
元
康
元
年
三
月
廿
五
日
、
官
に
到
る
。
三
年
五
月
四
日
、
領
軍
法
番
長
史
に
附
せ
ら
れ
、
六
月
六
日
拝
す
。
四
年
五
月
五
日
、
中
書
侍
郎
に
除
せ
ら
れ
、
六
月

二
日
拝
す
。

夫
人
の
劉
、
年
珊
五
、
野
瀬
の
劉
仲
雄
の
女
な
り
。
息
女
の
柔
、
字
は
富
嶽
、
年
廿
、
樂
陵
の
石
早
晩
に
適
ぐ
。
次
息
男
の
隠
、
字
は
鳴
鶴
、
年
十
九
、
娘
耶
の
王
士
璋
の
女

を
謙
る
。
次
女
の
和
、
字
は
心
音
、
年
十
七
、
穎
川
許
昌
の
陳
敬
組
に
適
ぐ
。
三
日
婦
。
次
女
の
恭
、
字
は
恵
音
、
年
十
四
、
上
農
の
楊
士
産
に
適
ぐ
。
部
門
。
長
く
生
ま
る

二
女
は
皆
育
た
ず
。

（
右
面
）

隠
は
、
司
徒
左
西
曹
檬
た
り
。

和
は
、
夫
卒
せ
り
。
子
男
の
慶
、
年
八
、
字
は
華
孫
。

（
左
面
）

夫
人
劉
氏
、
年
五
十
四
、
字
は
簡
訓
、
永
安
元
年
、
歳
は
甲
子
に
在
り
、
三
月
十
六
日
癸
丑
、
司
徒
府
に
卒
す
。
乙
卯
聾
す
。
其
の
年
、
故
多
け
れ
ば
、
四
月
十
八
日
乙
酉
附
葬
す
。

蹴


